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コリーナコミニュティ 2025年度総会 

〖議事録〗 

 

施設管理組合総会に引き続き当総会を開催  （時間 13時 30分～14時 35分） 

議長、書記、署名人は引き続き、施設管理組合総会と同じとする。 

１から３号議案は関連しているので一緒に報告。 

 

第 1号議案 2024年度事業報告 

   

■業務委託 

施設管理組合及びコリーナ・玉田共助バス運営会からの委託をしっかりと遂行した。 

 

■事務局の体制 

  ３年経ち、住民はもちろん外部の矢板市に対しても窓口を一本化した事の利点は軌道に乗ってきてい

る。課題は事務局が多忙になりつつあること。 

 

■生活環境の整備 

・ゴミステーション(12個所) 

新しい運用をしても不法投棄はあるが減って来ていると感じる。 

ゴミステーションの老朽化に対する補修（役員で自力）に力を入れる。 

・一斉清掃  それぞれ出来ていると思う。 

■防犯、防災の備え  

  防災講座の実施。新規に防犯灯 3台設置、防犯カメラ 4台設置した。 

■広報周知体制の充実  

“コリーナだより”を毎月発行した。LINEアプリでも必要に応じて発信した。 

■住民親睦会の提供 

  コリーナジャムフェスを開催した。今年も計画している。 

    

第 2号議案 2024年度決算報告 

 

   詳細は別紙参照 

 

第 3号議案  監査報告 

   施設管理組合と同じ日に監査した。通帳、帳簿監査は正確であった。 

（阿久澤監事） 

 

 【質問】  

・役員活動費に関して、活動内容について 

 =>活動費は施設管理組合規定で決まっている。 

  基本活動内容は、月 1回の役員会で環境、防犯、コリーナだよりの内容。 

  いろいろな問い合わせの対応、ゴミステーションの整備、テレビ施設の不具合対応など。 

・アジサイ撤去後の処置について 

  =>何かを植える予定はない。環境を配慮して除草剤は考えていない。 
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    基本は自分たちで整備するものと考えている。 

 

  

■議長により、総会の承認を出席者に確認し“第１から 3号議案は全て拍手で承認された。” 

 

第 4号議案 共助バス運営会 2024年度活動報告及び 2025年度活動計画 

   第 5号議案と重なるので同時に説明 

 

第 5号議案 共助バス運営会 2024年度決算報告及び 2025年度予算計画 

  定刻通りの運転が基本（選挙時の臨時運転も実施） 

  年 1～２回の運転者会議で運転手同士の情報や対応方法の共有。 

  運転手の高齢化で新たな確保が必要。 

  補助金（謝礼 5,000円/日 8時～19時）の値上げを市へ要請していく。 

 

       

■2025年度予算計画（共助バス運営会） 

 ・市から補助金（230万円）が出ている。 

 ・車両維持費が多くなっているが補助金内で収めたい。 

 ・運賃収入（重要）に関し、71世帯にパス（3,000円）を購入頂いた。 

  コリーナのインフラを高める事になるので乗らない方にも買って頂きたい。 

  共助バスがあるからコリーナに住む人が増える要因にもなっている。 

 ・2025年 9月に利用された方の総計 20,000人に達成予定。 

 

【質問】 

   ・3,000円のパスの他に寄付金を受け付けては？ 

 =>地域共助バスは自治会が運営しているので難しい。 

・利用客数のバラツキは問題ないのか？ 

       =>ごく僅かだが乗り切れない場合もある。片岡駅ではピストンで対応、バスの規模拡大は考えていない。 

   ・車の痛みが増えている対応 

        =>既に 13万 KM走っている。市は 5年のリース。5年たったら新車になる可能性もある。 

   ・停留場まで身体上の理由で行きにくい。デマンド交通は家まで来るので使いやすい、デマンドの方がメリットあるの

では？ 

       =>導入時にコリーナは総意で共助バスを決めた。 

         デマンド交通が良いとするなら共助バスをやめてデマンドにする選択も可能。 

         デマンドは時間が確約できないので通院には無理。バスは小学生の下校にも利用して 

         いる、仕事などで迎えに行けない親にとっては必要。 

コリーナシップ（自治会とは別）という付き添い個人サービスも存在する。 

   ・パス購入の 71世帯は 100世帯程に拡充しなければならないのでは？ 

        =>今のところ運営はなんとか出来るが拡充は目指したい。 

自発的に運営を協力頂く事に期待したい。 

        

■議長により、総会の承認を出席者に確認し“第４号から５号議案は全て拍手で承認された。” 
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第６号議案 コミュニティ役員 

   施設管理組合役員の他に、 コミュニティ役員として和気氏を加え 8名で活動する。 

    

別室で役員を互選した結果  

    会長  戸井氏及び 副会長  井艸氏が選任された。 

（行政区長は戸井会長。区長の報酬はコミュニティに振り込まれコミュニティ活動に使用。） 

 

* 議長により、役員会の承認を出席者に確認し、拍手で承認された。 

 

 

第７号議案 業務委託（管理組合・共助バス運営会）受託 

施設管理組合、バス運営会 をコミュニティで受託する。 

 

第８号議案 2025年度 コミュニティ活動計画 

  ・事務局の多忙はデジタル化で対応していきたい。 

  ・ゴミ清掃、環境は自分たちでやるのが基本と考える、手に負えないところは事務局、役員で対応して

いく。 

  ・効率を上げる為、LINEアプリ登録者を増やす。 

  ・コリーナジャムフェスはコリーナホテルのレストランで実施予定（天候に左右されない） 

  

  ・持続可能な組織であるために、資金、人が重要。5年先を考えた事業運営について 1年かけて練っ

ていく。皆さんにも意見を聞いて検討する。 

別紙で課題提示しているが諸物価の値上がり、設備の老朽化、高齢化など考えて活動縮小、再編、

組合費値上げなどを考えていく必要がある。 

① テレビ共聴システムの老朽化 

    =>光ファイバー化がベストだが見積り上 8,000万円かかる。 

     今後のテレビのインフラから地デジの視聴がどうなっていくかが見えない中、切り替えはリス

クが大きい。切り替えるとしても不足資金の別途徴収は難しい。 

② 事務局活動 

デジタル化の推進 

③ 環境整備 

ルールはあるが、木を切るのは個人の土地の問題なので管理組合は費用は出せない。木の伐

採に関して規約では斡旋、連絡に関してのお手伝いのみ。 

管理組合でするのであれば規約の変更と大きな予算が必要。これは組合費の値上げにつなが

る。定住している人、別荘の人、土地だけの人の公平性も考慮必要。 

④ 組織の維持と再編 

暮らしやすいコリーナを考えていく。 

    

   以上を問題提議として挙げて 1年かけて役員及び会員の皆様と検討していきたい。 

   

第 9号議案 2025年度 コミュニティ予算計画 

    詳細は別紙参照 

 

 

【質問】 

 ・自然環境整備費 2,000,000円は高額では（昔の自治会と比較して）？ 
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   =>年 3回草刈りを実施。そのシルバー人材センターの人件費が上がっている。民間事業者の検討も視野に入 

れる。 

    遊歩道に関して  木が多い、倒木もある、役員だけで処理は難しいこともあり費用が発生。 

    樹木が 10年前と規模が異なるのも一因 

    迷惑な枝、小さな木は、自分で切れるものは安全を確保して切っても良いと考える。 

 

  ・環境整備は自宅の周りを整備するボランティア部隊を作ってやるのもいいのでは？ 

   =>活動謝礼を予算化しているのでぜひ検討してください。 

 

■議長により、総会の承認を出席者に確認し、“議案はすべて拍手で承認された。” 

 

■コメント 一木弁護士 

  ・様々な問題を考える時に必ず念頭に置かなければならない原点がある。それはコリーナは人間の歴

史の中で自然に出来たのではなく人工的に出来た街という事である。 

  ・下水は昔から出来ていたがテレビは皆で何かしなければならない所からコリーナは始まった。その

為、管理組合は施設の管理に限られているので、自治会と一緒になってやることで市が補助金を出

してくれる。それでコリンタ号がある。 

 ・5年、10年先は自治体も財政が縮小していく。コリーナの環境が良ければ、皆が住みたくなるという

結果となる。共助バスも大きな要素としての資産になる。 

目先も大事だが大きな枠組も考えるのも大事。 

・コンプライアンスは大事で制度の枠組を外すと、すぐに補助金がなくなる事になる。 

・コリーナとして新しい方向に向かうのは間違っていない。今までの経験を活かし、皆 

 で知恵を出し合って頂ければありがたい。 

 

■議長解任 

  総会の議事全て終了し中村議長は出席者の拍手を持って解任された。 

以上 

 

 


